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世帯数  4 , 8 3 9 戸
人　口 1 1 , 8 6 9 人

男 5 , 9 0 9 人
女 5 , 9 6 0 人

（令和８年.1.1現在）

ハタチの記念式典ハタチの記念式典 キッセイ文化ホール令和８年１月11日

世帯数 4 , 6 9 6 戸
人　口 1 2 , 6 5 3 人

男 6 , 2 3 7 人
女 6 , 4 1 6 人

（令和元年. 12.1現在）

梓川の
世帯数・人口

梓川地区の皆さん

上
大
妻
公
民
館

上
大
妻
公
民
館  

落
語
会

落
語
会

11
月
16
日
、
上
大
妻
集
落
セ
ン

タ
ー
で
「
ま
つ
か
わ
落
語
会
・
風

ま
ん
だ
ら
」
に
よ
る
落
語
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
室
内
に
設し

つ
ら
え
た
高
座
は
、

落
語
家
と
観
客
と
の
距
離
が
近
く
、

終
始
笑
い
と
感
心
が
交
互
に
起
こ

る
温
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

落
語
家
の
声
色
を
自
在
に
操
り
、

老
若
男
女
か
ら
小
動
物
ま
で
を
演

じ
分
け
る
語
り
口
が
、
観
客
を
物

語
の
世
界
に
引
き
込
み
ま
し
た
。

ま
つ
か
わ
落
語
会
の
稽
古
は
定

例
会
で
互
い
に
披
露
し
合
う
形
式

で
行
わ
れ
、
立
ち
上
げ
期
に
は
古

今
亭
圓え

ん

菊ぎ
く

の
指
導
を
受
け
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
「
落
語
は
人
生
の

縮
図
で
あ
り
、
喜
怒
哀
楽
の
豊
か

さ
が
魅
力
、
初
め
て
の
人
に
も
気

軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

八
景
山
大
橋

八
景
山
大
橋

県
道
２
７
８
号
線
と
国
道
１
５
８

号
を
結
ぶ
新
た
な
橋
の
名
前
が
八

景
山
大
橋
に
決
定
し
ま
し
た
。

県
道
は
２
０
１
３
年
に
岩
盤
崩

落
が
発
生
し
て
か
ら
通
行
止
め
が

続
い
て
い
ま
す
。

橋
の
工
事
は
令
和
８
年
度
の
完

成
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
が
、

国
道
と
の
接
続
に
は
周
辺
道
路
の

整
備
が
必
要
に
な
り
開
通
日
時
は

未
定
と
の
こ
と
で
す
。

橋
が
開
通
す
れ
ば
県
道
の
交
通

量
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

八
景
山
地
区
は
道
路
幅
が
狭
く
大

▶
越
前
屋
き
く
代
の
高
座

▶�

噺
家
の
皆
さ
ん

　

�

左
か
ら
清
流
亭
か
じ
か
、
今
昔
亭
う
さ
ぎ
、

善
亭
穴
太
、
越
前
屋
き
く
代

▶�

工
事
が
進
む
八
景
山
大
橋�

（
橋
長
１
７
９
ｍ
・
道
路
幅
９
・
５
ｍ
）

▶�

岩
盤
崩
落
時
の
様
子�

（
２
０
１
３
年
発
生
当
時
）

型
バ
ス
等
の
す
れ
違
い
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
通
行
に
は
十
分
注
意

が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。
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▶
初
出
演
の
Ｍ
Ｊ
Ｑ

　
（
松
本
ジ
ャ
ズ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
）

▶
吹
奏
楽
部
１
、
２
年
生
の　

　
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ

▲温かい具だくさんみそ汁の配食

11
月
９
日
（
日
）、
梓
川
公
民
館・

梓
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
39
回
梓

川
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

芸
能
祭

芸
能
祭

午
前
中
に
梓
川
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
６
団
体

が
出
演
し
、
ダ
ン
ス
や
楽
し
い
歌

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に

出
演
し
た
梓
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

は
３
年
生
が
引
退
し
て
１
、
２
年

生
だ
け
で
の
初
め
て
の
演
奏
で
し

た
が
、
堂
々
と
し
た
演
奏
と
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
観
客
席
か
ら
は
、
演
目

ご
と
に
温
か
い
拍
手
や
手
拍
子
が

送
ら
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
か

か
る
ほ
ど
盛
り
上
が
る
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
ま
し
た
。

音
楽
祭

音
楽
祭

午
後
か
ら
は
梓
川
公
民
館
で
音

楽
祭
が
開
催
さ
れ
、
た
て
琴
の
会
、

Ｍ
Ｊ
Ｑ
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
グ
レ
イ

ス
、
コ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ア
の
４
団

体
に
よ
る
演
奏
や
、
コ
ー
ラ
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
ハ
ー
プ
の
優
し
い
音
色
や
、

梓
秋
祭

梓
秋
祭

第
39
回
梓
川
文
化
祭

し
っ
と
り
し
た
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
演
奏

な
ど
、
楽
し
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

公
民
館
駐
車
場
で
は
、
地
元
の

野
菜
や
果
物
、
温
か
い
軽
食
、
三

重
県
御
浜
町
の
み
か
ん
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
あ
い
に
く
の
小

雨
模
様
で
し
た
が
多
く
の
人
が
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。
消
防
車
と

パ
ト
カ
ー
の
乗
車
体
験
＆
撮
影
会

も
行
わ
れ
、
実
際
に
パ
ト
カ
ー
や

消
防
車
の
運
転
席
に
乗
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
体
験
で

は
、
最
初
は
風
船
を
上
手
に
ひ
ね

る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
か

わ
い
い
犬
や
か
っ
こ
い
い
剣
が
で

き
あ
が
る
と
み
ん
な
大
喜
び
で
、

楽
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

美
術
展

美
術
展

11
月
７
日（
金
）か
ら
10
日（
月
）

ま
で
梓
川
ア
カ
デ
ミ
ア
館
で
開
催

さ
れ
、
期
間
中
に
約
３
４
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。
梓
川
地
区
で
活

動
す
る
12
団
体
か
ら
、絵
画
、短
歌
、

書
、
工
芸
作
品
な
ど
約
４
５
０
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
か

ら
は
「
素
敵
な
作
品
が
多
く
、
年

１
回
の
展
示
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

▲個人出展の小沢さん・長﨑さん

▲バルーンアート体験教室

▲木彫&ボタニカルアート▲丸田出展の会▲ＳＣＣ松本校


